
今年の3月11日で、東日本大震災から10年。この間、全国各

地で大規模な地震が発生し、大きな被害がもたらされ、先日

も大規模な余震が発生しました。

結城市を含む地域では、「今後30年以内にマグニチュード7程

度の地震が約70％の確率で発生する」といわれています。また、

新型コロナウイルスなどの感染症に配慮した避難所の運営に

は、より多くの手間と時間がかかります。

地震を防ぐことはできませんが、私たちは普段から「備える」

ことができます。防災を「忘災」にしないために、家庭の地震対

策をもう一度チェックしてみましょう。

東日本大震災時の給水作業の様子。水を求めて長い列ができました。東日本大震災時の給水作業の様子。水を求めて長い列ができました。
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市で準備できる備蓄品には限りがあります。
家庭で必要なものは日ごろから備えておきましょう。

結城市の防災情報
はこちらから
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